
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：釧路市立阿寒小学校・阿寒中学校 CS協議会 事務局 

【令和８年度に向けて】 
 

３月 9日（月）に、第４回コミュニティ・スクール協議会を開催しました。内容は、「阿寒小学校と

中学校の【令和８年度 グランドデザイン】の説明・承認」と「【地域資源を活用した学び】につい

て」の 2点に関する熟議を行いました。 

 

グランドデザインでは、子どもたちが自らの人生を舵取りできる力を 

身に付けていくためには、学校ではどのような取組が必要かという視点 

で、「これから学校で取り組んでいきたいこと」、「学校が地域とともに 

取り組むことができること」等を話し合いました。話の中では、あいさ 

つについて「子どもたちからのあいさつはもちろん大切だが、大人から 

のあいさつも大切である」という大人からの働き掛けについてのご意見 

等がありました。学校と地域が一体となり子どもたちを育てていくこと 

を、全体で共有・確認することができました。 

 

「地域について学ぶ時、どのような学びができるか」というテーマの協議では、地域にある資源や

学習素材について、産業・環境・防災など様々な視点からのご意見がありました。地域の歴史や町の

変遷、産業に関して詳しい委員の皆様ならではの、なるほどと思える有益な話を聴くことができる大

変貴重な機会となりました。委員の皆様からいただいた意見を次年度の各校の教育課程に生かしてま

いります。 

 

また、義務教育学校化に関することについて、進捗に関する質問がありました。 

今回は１６名の方が参加し、学校と地域が一体となり子どもたちの成長を支えるためにどうすべき

かをじっくり話し合うことができました。 
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【地域について学ぶ時、どのような学びができるか。】 
今回の熟議では、阿寒町の歴史や産業、立地、防災など、過去や現在から未来について考えことにつながる

様々なリソース（以下に記載）が示されました。 

子どもたちに地域の方々の熱い思いを伝え、子どもたちに「自らの人生を舵取りできる力」を身に付けてい 

くことができる環境の整備、「持続可能な社会の創り手」になろうと思う気持ちの醸成について、様々な体験活 

動を通して、考えていくことが大切だと感じました。 

・この地域に戻ってきたい、この地域に恩返しをしたいと思うような教育活動（地域への愛着） 

・地域と連携した学校農園活動（産業）       

・コミスクと連携した金融教育 

・昔の賑わっていた阿寒町を画像で再現（歴史）   

・雌阿寒岳の噴火と防災、地域避難訓練（防災） 

・古い地図や登下校の危険マップ（防犯） 

・タンチョウ音頭（伝統） 

・タンチョウ（給餌の歴史） 

・阿寒町の生い立ち（歴史） 

・空港や高速道路インターチェンジの活用 

・地域を盛り上げるイベント（地域への愛着） 

・地域の大人と語る（ふるさとキャリア教育） 

  

 


